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東北大･工 原 啓 明
一橋大･経 岡 山 誠 司
1.はじめに
前回は三)ランダム媒質中におけるクラックの成長モデルを,広い意味の情報科学2)に対する
方法として提案し,このモデルに基づき具体的にクラックのサイズ分布を導出した｡この結果
からクラックのサイズ分布はフラクタル次元で特徴づけられたべき分布から系のサイズ効果を
表わす指数分布によって"ずれる〝ことを示した｡
本報告では,時間に依存するサイズ分布を導出し,この素過程を使って地震の規模別度数分
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